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炭湿地林・ＣＤＭ 
 
１．研究計画の概要 

熱帯泥炭湿地は深刻な炭素排出源である一
方、有望な潜在的炭素吸収源である。このような
国際的要請に応え、近い将来に、各国政府・国
際機関、営利・非営利団体が、熱帯泥炭湿地に
おける炭素固定能の回復を含む総合的環境修
復活動を開始するにあたって準拠でき、しかも中
長期的な指針も打ち出せるような、理論的裏づ
けを伴った標準的生態系管理手法を提出するこ
とを本研究の目的とする。 

インドネシア、中央カリマンタン州の泥炭湿地
林地域の、カハヤン川右岸下流域、セバンガウ
川左岸下流域、セバンガウ川右岸下流域に設
置した、植生タイプ、住民の利用度などがことな
る３つの調査地および周辺の泥炭湿地林地域を
含めて、以下の各調査・研究をおこなう。 
(1)泥炭蓄積モデルの発展と検証， 
(2)湿地林で使える多変量アロメトリー式等の提
出， 
(3)温室効果ガス収支の水位・植生依存性， 
(4)硫酸酸性地帯の土壌・水質改良， 
(5)効果的な水位回復工事に必要な水文学的研
究， 
(6)リーケージ（社会的悪影響）を回避する方法
の開発 
 
２．研究の進捗状況 
これまで各項目で得られた成果は次のとおりで
ある。 
(1)泥炭蓄積モデルの発展と検証： 
地下水、リターの供給速度と分解速度調査をお
こなった。泥炭地の地下水に含まれるCO2・CH4

の量は、熱帯泥炭に含まれる温室効果ガス量と
しては、驚くほど少ない値であった。分解速度は
表層で速く、地下部で遅かった。また、地下部の

材の重量減少の大部分は，体積の減少ではなく
密度の減少に起因していた。 
(2)湿地林で使える多変量アロメトリー式等の提
出： 
62属79種からなる505本のサンプル木について、
胸高直径と幹、枝、葉の各器官のバイオマスデ
ータを採取した。結果はパランカラヤ大の実測
値と一致し、質・量ともに十分なデータに基づく
アロメトリー式が得られた。 
 (3)温室効果ガス収支の水位・植生依存性： 
開発により水位が低下した泥炭湿地林では、開
発の入っていない場所に成育した個体より有意
に厚い葉をつけることがわかった。水位調節を
行っている湿地林と行っていない湿地林では前
者の個体が後者の個体よりも、厚く、硬く、総フェ
ノール量の多い葉をつけていた。 
(4)硫酸酸性地帯の土壌・水質改良： 
農地では，泥炭の焼却灰や多量の化学肥料が
施用されるなど集約的な管理が行なわれていた
が，泥炭の脱水・収縮や有機物分解による地表
面の沈下が顕著であり，土壌酸性は強く，施用
された養分のかなりの部分が流亡により失われ
ていることが明らかになった。 
(5)効果的な水位回復工事に必要な水文学的研
究： 
水位回復工事についての資料を収集した。 
(6)リーケージ（社会的悪影響）を回避する方法
の開発： 
伝統的な森林管理と大規模な産業造林とのコン
フリクト、地方分権化に伴う森林政策の一環とし
て，種々の社会林業政策、在来有用樹種を用い
た住民参加型試験植林活動を実施し，統計局、
森林局・農業局などの役所での聞き取り調査や
基本的な資料収集および村落での概況調査な
どを行った。  
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３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
各項目とも計画達成のためのデータは集積
しているが，その解析および成果発表がやや
遅れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
早急にデータを解析し，研究成果として発表
していきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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